
記入者名
記入年月日
学部・研究科
学科・専攻等
コース等名

授業科目名 担当者 授業科目の主題（箇条書）
（この授業科目における中心とな
る題目・問題・テーマ等を箇条書
に記入する。）

授業科目の到達目標（箇条書）
（この授業科目の学習後に到達すべ
き最低限の（行動）目標を学生が主
語で行為動詞を使用して箇条書に記
入する。）

生化学の基本的な知
識とバイオテクノロ
ジー等の技法を修得
し、生物科学分野で
社会貢献できる。

生物と環境の相互
作用の科学的な理
解に基づき、環境
問題に対処でき
る。

科学技術の発展に
関連した社会全体
の問題について、
自ら課題を見出し
解決しようとする
姿勢を持つ。

特別演習 生物機能科
学科全教官

 1. 学生の各所属研究室の研究分
野の最近のトピックスに関する原
著論文、総説等を読み、理解す
る。
2. 資料を作成してその内容をセ
ミナー形式で発表する。

1. 最先端の学術論文を詳細に読み、
理解することにより生命科学分野の
研究者・技術者としての専門的知識
を深める。
2. 英語論文の読解力、プレゼンテー
ション能力、コミュニケーション能
力の向上を図る。

1◎、2○ 1◎ 1◎、2○

卒業論文 生物機能科
学科全教官

1. 学生所属研究室の研究分野に
関して特定のテーマを設定し、実
験を行う。
2. 得られた結果を卒業論文とし
てまとめる。

 1. 生物機能科学分野の技術者、研
究者としての基本的な素養を身につ
ける。

1◎ 1◎ 1◎

生物機能科
学総論

生物機能科
学科教官

1. 生物機能科学科とは何を目指
しているかを教育内容や研究内容
の紹介を通じて解説する。
2. 新入生が早い時期に目的意識
をもてるようにする。

1. 生物機能科学科の教育内容や研究
内容を知る。
2. 新入生が早い時期に目的意識をも
てるようにする。

1◎、2△ 1○ 1◎、2○

専門英語I 古賀、真
野、
赤壁、阿座
上

1. 欧米の大学で使用されている
標準的テキスト（原著）や学術論
文などを教材にして、英語を通し
て、生命科学の基礎知識を整理
し、研究に関する見識を深める。
2. 国際会議の学術講演などで用
いられる表現なども学習し、科学
的コミュニケーションの手段とし
て用いられる英語を学ぶ。

1. 卒業研究などを実施するにあたっ
て必要になる英語力と生化学分野の
知識を身につける。
2. 科学論文が理解でき、論文（とく
に卒業論文）を英語で書くことがで
きる。
3. 自分の考えを英語で表現すること
ができる。

1◎、2○、3○ 1○、2△、3△　 1○、2○、3◎

専門英語II 生物機能科
学科教官

1.最先端の科学論文を教材にし
て、英語を通して、生命科学の基
礎知識を整理し、研究に関する見
識を深める。

1. 卒業研究などを実施するにあたっ
て必要になる英語力と生化学分野の
知識を身につける。
2. 科学論文が理解でき、論文（とく
に卒業論文）を英語で書くことがで
きる。
3. 自分の考えを英語で表現すること
ができる。

1◎, 1◎, 1◎,

生物化学 内海俊彦  1. 生体の主要構成成分である炭
水化物、蛋白質、脂質、核酸等の
化学的特性について説明し、生体
内における機能について最近のト
ピックスを例に挙げながら述べ
る。

1. 生物機能科学科の専門科目を理解
するために必要とされる「生物化
学」の知識のうち、最も基礎となる
「生体構成成分の構造と機能」の概
要を理解することができる。
2. ライフサイエンスやバイオテクノ
ロジー等に関する最近の知見に興味
を持ち、分子レベルでそれらの知見
を理解しようとする学習態度を身に
つける。

1◎, 1○ 1○、２◎

細胞生化学 内海俊彦 1. 細胞及び生体膜の構造と機能
について概説し、細胞間及び細胞
内情報伝達機構について最近のト
ピックスを例に挙げながら解説す
る。

1. 細胞、細胞膜の起源、進化の概要
を理解することができる。
2. 細胞、細胞膜の構造と機能の概要
を理解することができる。
3. 近年のライフサイエンス分野の中
心課題となっている「細胞情報伝達
機構」に関する基礎知識を修得す
る。
4. ライフサイエンスに関連した最近
のトピックスに関心を持ち、それを
分子レベル、細胞レベルで理解する
習慣をつける。

1◎、２◎、３◎、
４◎

1○、２○、３○、４1○、２○、３◎、
４◎

農学部

学科・研究科等のGraduation Policy(GP)　（◎＝ＧＰ達成のために、特に重要な事項、○＝ＧＰ達成のために、重要な事項、△＝ＧＰ達成のために、望ましい事項）

学科・専攻科等の教育目的（具体的に記述・箇条書き）
学科目標

2008年4月1日

生物機能科学科

カリキュラムとGraduation Policy(GP)との相互依存関係一覧表

農学部の教育目的



情報生化学 山田守 1. 様々な生命現象の急速な解明
による、生化学の多岐にわたる各
論的な知見を解説する。
2. 生命の基本機構である複製、
転写、翻訳等の生化学について概
説する。

1. 生化学分野で生物の情報に関わる
細胞の複製、転写、翻訳について基
本的な分子機構を理解し、修得す
る。
2. 遺伝情報と細胞活動を結びつける
思考を構築することができる。
3. 様々な細胞活動の中心となる遺伝
情報に興味をもつ。

1◎、2○、３○ 1○、2○、３○ 1○、2○、３○

遺伝子工学 山田守
中井彰

1. 生物を利用した新技術として
様々な分野に利用されている遺伝
子工学技術に必要な、基本的な生
化学を学ぶ。
2. 遺伝子操作のためのゲノム遺
伝子の構造、遺伝情報の仕組、修
復や組み換え等の基礎的な知識を
解説する。
3. 遺伝子や遺伝情報に関連する
生化学について説明する。
4. 生体内で起こる遺伝子組み換
えや修復について、さらには遺伝
子操作に使われる技術とその原理
について解説する。

1. 遺伝子工学の基本的原理や技術に
ついて理解し、遺伝子工学的な手法
による研究の知識を得る。

1◎ 1○ 1○

蛋白質工学 加藤昭夫 1. 蛋白質構造構築の基本原理、
蛋白質の構造と機能の関連、細胞
内における蛋白質の構造形成
（フォールディング）の分子機構
を明らかにする。
2. 遺伝子工学による蛋白質の機
能改変のための分子設計について
解説する。

1. 有用蛋白質の大腸菌、酵母、植物
での発現、分泌の基本的原理を理解
することができる。

１◎ １△ １○

食品栄養機
能化学

加藤昭夫
松冨直利

1. ヒトの健康と栄養が密接に関
連していることを科学的に解明す
る。
2. 食品の生理機能調節特性、食
物の摂取と免疫機能の関連、食餌
性アレルギーの分子レベルでのメ
カニズムなど最新の情報を紹介す
る。
3. 肥満や成人病などと食事との
関連について分子レベルで明らか
にする。

１．ヒトの栄養と健康が深く関わる
ことを理解させる。
2．アレルギーの分子機構を理解させ
る。

1◎　２○ １○　２○ 1○

食糧化学 松冨直利 1. 食品の構成成分（水分、炭水
化物、脂質、アミノ酸と蛋白質、
ビタミンとミネラル）について解
説する。
2. 食品の二次機能である、味の
科学、かおりの科学、色の科学、
食品の物性について概説する。
3. 食品の加工・保蔵中における
品質形成と劣化を食品成分の化学
的、生化学的変化から捉え、食品
を複合成分系としての視点から説
明する。

　
４◎、３○

２◎、３○ ４◎、１○

酵素化学 外山博英 1. 酵素の生化学的物理化学的性
質、酵素と代謝との関わりを主課
題として、応用生物化学領域にお
ける酵素について説明する。
2.酵素の応用例も交えて日常生活
や産業科学における酵素の重要性
について述べる。

1. 酵素の生化学的物理化学的性質、
酵素と代謝との関わりを主課題とし
て、応用生物化学領域における酵素
について理解を深める。
2. 酵素の応用例も交えて日常生活や
産業科学における酵素の重要性につ
いて学ぶ。

1.◎、2.◎ 1.○、2.◎ 1.◎、2.◎

微生物機能
化学

松下一信 1. 微生物の機能、特にその細胞
表層での機能（主に、細胞分裂、
抗生物質作用、膜輸送、シグナル
伝達機構、細菌運動性など）に関
連した生化学的理解を最近の進歩
を含めて説明する。
2. 微生物機能の応用となる発酵
産業およびバイオテクノロジー分
野の発展について説明する。

1. 本授業内容に関連した分野の知識
や研究成果を自らの手で調査し、理
解できる。

１△ １○

微生物学 松下一信 1. 構造的にも栄養生理学的にも
異なる様々な微生物の多様性を、
特にその栄養生理学的及び生命自
然史的視点から解説する。
2. 微生物進化の視点 から
Bacteria、Archaea、Eukarya の
違いを明かにし、特にバクテリア
の分類を進化、代謝、生態学の視
点から解説する。

1. 微生物学の世界標準的な理解がで
きる。
2. 微生物機能化学、土壌微生物学、
環境微生物学の基礎として、微生物
学の系統分類学的（生命自然史的）
及び栄養生理学的視点を習得する。

１○ １○　２△



生物物理化
学

右田たい子 1. 生体分子が示す"集合体"とし
ての現象を、物理化学的な諸理論
に基づいて取り扱う。
2. 生体エネルギー変換や物質移
動を扱う化学熱力学、化学平衡
論、酵素反応の基礎となる反応速
度論、膜輸送や電子伝達にかかわ
る酸化還元反応、分子集合体を扱
う統計力学などの基礎を、実際の
生化学系でみられる現象と関連さ
せながら講義する。

1. 生体現象の定量的な理解に必要
な、熱力学・統計力学・反応速度
論・膜輸送・電子移動反応の基礎を
理解することができる。
2. 熱力学的諸量（内部エネルギー・
エンタルピー・エントロピー・自由
エネルギー等）について理解するこ
とができる。
3. 生体反応の速度論的取り扱いにつ
いて理解することができる。
4. 膜電位や膜輸送について理解する
ことができる。
5. 生体エネルギー変換の基礎を理解
することができる。
6. 生命現象を物理・化学の理論に
よって取り扱うことができることを
理解する。
7. 生化学であつかう内容との関連を
理解することができる。

1◎
2○
3○
4○
５◎
６◎
7◎

1○
2○
3○
4△
５○
６○
7◎

1◎
５○
６○
7◎

生体反応制
御学

古賀大三 1. 生物の生命活動（機能発現）
における調節及び制御機構につい
て、植物の生体防御や昆虫脱皮を
例に挙げて解説し、その人為的制
御について論じる。
2. 遺伝子発現からタンパク質の
合成まで、そして合成されたタン
パク質の移送機構と分解機構につ
いて解説する。

1. 生命現象を、遺伝子発現から、タ
ンパク質合成、移送、分解まで、動
的な流れとして把握し、そのなかで
用いられている制御・調節機構につ
いて理解することができることがで
きる。
2. 全体の生命現象について、遺伝子
発現から、タンパク質合成、移送、
分解まで、動的な流れと、そのなか
で用いられている制御・調節機構に
ついて、簡単に概要が説明できるこ
とを目標とする。
3. 生命現象（調節・制御）のすばら
しさを認識し、人が同様なことを行
なうとすると、どのようなメカニズ
ムを作るのか、比較しながら考え
る。
4. 生命現象（調節・制御）を理解す
ることにより、人と自然（生物と環
境）との関わりに関心を持つ。
5. 生命現象（調節・制御）は、人の
頭ではなかなか容易に思いつかない
ようなメカニズムであることを認識
する。

1◎、2◎、3○、4
○、５○

1○、2△、3◎、4◎1◎、2◎、3◎、4
◎、５◎

環境遺伝生
化学

滝本晃一 1. 生命を取り巻く環境要因とし
て、紫外線やその他の電磁波及び
荷電粒子などの物理化学的性質
と、それをもとにした生物作用を
説明する。
2. さらに、生命の継続と遺伝的
安定性の維持に重大な影響を及ぼ
す上記の環境要員が遺伝子に作用
して損傷を与え続けていること、
我々の細胞にある遺伝子修復とい
うバックアップシステムが遺伝子
の恒常性を維持し、生命が重大な
危機に陥るのを防いでいる機構に
ついて解説する。
3. ラジカルや活性酸素発生など
化学反応と生物作用、遺伝子の損
傷、遺伝子の修復、突然変異誘発
の分子機構、個体への作用につい
て論述する。

1. 主として物理的環境要因の一般的
特性を理解し応用的思考を養う。
2. 地上生物に普遍的である紫外線の
生物作用を理解し、生命の特異的反
応を知るとともに生体防御にも役立
てるため、物理的基本特性から遺伝
子への影響について理解することが
できる。
3. 生体内で常時発生している生物作
用の著しい活性酸素の発生、生物影
響、生体防御について知り、遺伝的
影響ににも結びつく遺伝子への作用
を理解することができる。
4. 生命の基本的反応として遺伝子傷
害、修復、突然変異についての知識
をて生命現象の正しい理解をするこ
とができる。
5. 放射線や紫外線あるいは電磁場な
どの環境要因を説明できる。
6. 様々な環境要因が普段の生活にど
のように関わっているか、またどの
ように利用されているかを相互に関
連づけ理解を深める。
7. 生命現象の基本である遺伝子と環
境要因との相互作用から生命の環境
対策の巧妙さを理解し自らの健康を
評価することができる。

1○、2○、3◎、4
◎、５△6△、7○

1◎、2○、3◎、4○、5◎
6○、7○

1◎、2○、3○、4△、5○
6◎、7○



環境適応生
理学

宮田浩文 1. 様々な刺激（環境の変化、生
体行動の変化、等）に対する適応
について論じる。
2. 骨格筋とその支配神経（運動
ニューロン）を取り上げ、神経と
筋の基本的な構造と機能およびそ
の可塑性を概説する。

1. 行動の企画・発生に関わるニュー
ロンと筋細胞の構造機能を理解する
ことができる。
2. 自分の問題として細胞レベルの適
応変化を理解することができる。
3. 細胞の基本構造と機能を理解する
ことができる。
4. 細胞の適応変化を理解することが
できる。
5. 適応変化の過程と結果を推察す
る。
6. 適応変化に必要な刺激を考察す
る。

有機化学 小崎紳一 1. 化学I・IIなどで学んだ基礎知
識の確認を行う。
2. 数多くの有機化合物の性質と
その反応例（アルカン、アルキ
ン、アルケン、芳香族化合物な
ど）をとりあげて具体的に解説す
る。

1. 有機系化学（有機化学・生化学）
の基礎知識・考え方を理解すること
ができる。
2. アルカン、アルキン、アルケン、
芳香族化合物などの性質を理解する
ことができる。
3. 化学と人間のかかわりを判断す
る。

1. ○　2.  ○　3.
△

1. △　2.  △　3. 3. △

天然物有機
化学

梶原忠彦 1. 生命現象を理解する上で不可
欠な、分子どうしの反応性、分子
の構造、性質に関する化学的基礎
知識を解説する。
2. 生命は幾多の化学物質の上に
成立しているという観点から、有
機化学の基礎を簡潔に解析する。
3. 本講義は「有機化学」に引き
続いて開講されるものである。

1. 有機化合物の結合や構造および反
応を電子、分子軌道、立体化学など
の基礎原理から有機化学反応を理解
することによって、天然物有機化学
の基礎を系統的に身につける。
2. 有機化合物の構造から、その性質
や反応性を理解することができる。
3. 天然有機物質の特性や生物現象を
分子レベルで見たり、考えるするこ
とができる。
4. 生命科学から物質科学までの広い
分子の世界に興味を持ち、その基礎
を学ぶ。
5. 天然物有機化学は、電子論や立体
化学などの基礎原理を理解すれば、
その基礎を系統的に身につけること
ができることを実感する。

１◎５○ ３◎２○ ４◎

機器分析化
学

梶原忠彦 1. スペクトルの理論的な点につ
いて、得られた結果を正確に解釈
するのに必要なことを述べる。
2. 多数の有用な有機化合物のス
ペクトルデータを表や、チャー
ト、図などで示し、スペクトルの
解釈に重点を置いて解説する。

1. 有機化合物の化学構造をMS、IR、
H-NMR、13C-NMRスペクトルによって
解析する基礎を系統的に身につけ
る。
2. 有機化合物のスペクトルから、そ
の官能基や化学構造を理解すること
ができる。
3. 有機化合物のスペクトルの変化か
ら、分子構造の変化を考えることが
できる。
4. 生命科学から物質科学までの広い
分子の世界に興味を持ち、その基礎
となる化学構造解析法を積極的に学
ぶ。

１◎２○ ４◎3○ ４◎

生物有機化
学

松井健二 1. 生物現象全般を分子レベルで
理解するのに必須の学問分野であ
る有機化学を学ぶ。
2.「マクマリーの有機化学概説」
に準拠し、その中で特に生体反応
に重要な有機化学の基礎を概説す
る。

1. 生体反応の基礎となる化学物質の
構造、及びそれらの反応機構に関す
る理解を深める。
2. 基本的な化学物質の構造を理解
し、また生体反応に関連する化学反
応の機構を理解する。

1◎、2○ 1◎、2○ 1◎、2○

植物生化学 松井健二
真野純一

1. 食糧科学から薬学に至るまで
広い分野の学問に必須である植物
について、光合成、植物二次代謝
産物等植物特有の生化学現象を学
ぶ。
2. 人、動物、微生物の生化学を
再確認しながら、光合成から一次
代謝と二次代謝、植物ホルモン、
分子遺伝学、遺伝子技術に至るま
で植物固有の生化学を学ぶ。

1. 植物の営む生理作用を分子レベル
で理解することができる。
2. 植物が持つ基本的な生理作用を知
り、理解することができる。
3. 基本的な生理作用から植物の全体
像を把握することができる。

1◎、2○、３○ 1◎、2○、３○ 1◎、2○、３○

土壌生化学 未定 1. 土壌の作物生産力、いわゆる
地力と土壌中の物質循環に必要な
役割を果たしている土壌微生物の
多様性や代謝、及び物質循環の土
壌生化学的視点での解説を行う。

1◎、2△ 1◎、2◎ 1◎、2○



土壌微生物
学

横山和平 1. 代謝過程、増殖の特徴、土壌
の物質循環における役割などを解
説する。
2. 土壌微生物の特徴について説
明する。

1. 土壌微生物の生化学、生態学およ
び物質循環を理解することができ
る。
2. 微生物の代謝と生態について基本
的な知識を得る。
3. 土壌に於ける物質循環を微生物の
代謝や生態とリンクさせ理解するこ
とができる。

1△、2、3○ 1○、2◎、3◎ 1△、2○、3◎

環境微生物
学

横山和平 1. 微生物の生化学と生態学を理
解し、微生物への人為的インパク
トによって生じる環境汚染、逆に
微生物の能力を利用した環境修
復・浄化の原理を紹介する。

1. 微生物機能を通した環境への視点
を養う。
2. 環境中の微生物の動態とその基礎
となる生化学的特徴についての知識
を得る。
3. 個々の微生物の特徴と環境条件か
ら、物質の動態を推察する洞察力を
養う。

1◎、2◎、3△ 1◎、2◎、3◎ 1◎、2◎、3◎

環境化学 萬場光一 1. 内分泌学を総論的に解説す
る。
2. 視床下部下垂体系、甲状腺、
副腎、生殖等について各論的に解
説する。
3. カルシウム調節ホルモン、膵
臓の内分泌機能と糖代謝の調節、
行動内分泌調節について説明す
る。
4. 環境ホルモンについて述べ
る。

1.  内分泌学一般、環境ホルモン及
び最新の内分泌学を理解することが
できる。

１○　２○ １○　２○ １○　２○

生物統計学 中野裕治 1. データの整理の仕方、さまざ
まな統計値の求め方とその意味を
学ぶ。
2. 統計値計算の基本的な演算技
術を修得したあとに、統計的推定
および検定に進む。
3. 表計算ソフト Excel を使っ
て、演習問題を解く。

1. 統計解析・応用について理解を深
める。
2. 生物統計、解析に関しての思考・
判断力を高める。
3. 生物と自然のかかわりを統計を
使って会席できる楽しみを通じて意
欲を駆り立てる。
4. 生物の諸現象を評価する一つの手
法として統計学を通して基礎学力を
養う。

１○　２○　3○　4
○

１○　２○　3○
4○

１○　２○　3○
4○

食品衛生学 中村宗一郎 1. 食中毒を防止し、健康で豊か
な食生活を送るための理論と実践
について論ずる。
2. 食品衛生法，衛生微生物，寄
生虫，食品の不可食化，食中毒の
発生と予防，食品添加物，表示，
HACCP，環境汚染，遺伝子組み換
え食品などについての情報を提供
する。

１．食の安全について、理解を深め
る

１○ １○ １○

水産物利用
化学

花岡研一 1. 水産生物にに含まれる各種成
分に関して、これまでに行われて
きた食品化学的，生物化学的さら
には食品衛生学的に様々な研究の
成果を述べる。
2. 食糧としての水産生物を明ら
かにする。

１．水産物の化学成分、衛生につい
て理解させる

１○ １○ １○



情報処理概
論

川添容宏 1. コンピュータの基礎から解説
を加え、徐々に情報処理技術の全
貌へと迫る。
2. 講義に使用するテキストはWeb
ページに提供しており、受講者は
教室にノート型PCを持ち込んで講
義に臨むことができる。
3. 資料はWORD、もしくは、PDF
ファイルで提供するので、あらか
じめ印刷したものを教室で使用す
ることも可能である。

1. コンピュータ、情報処理システム
のハードウエア、ソフトウエア、情
報通信システム等についての基本的
な知識を習得することにより情報処
理全般を理解し、問題解決に当たれ
るようになる。
2. 単に、「コンピュータが使える」
というだけでその基本概念を疎かに
していては日進月歩のＩＴ社会の中
でアクティブな対応は難しく、基本
概念をしっかりと身につける。
3. 様々な問題解決の手段としてコン
ピュータを有効活用できるような知
見、考え方を修得する。
4. コンピュータが人間の思考を支援
するための道具であることを理解す
る。また、それを正しく理解してい
ないとうまく人間の思考を助けては
くれないことを確信する。
5. 情報処理の目的がどこにあり、そ
のためには的確なシステムの選択、
組み合わせをして最適なシステムを
構築しなくてはならないことを理解
することができる。
6. 情報処理システムの構築に大雑把
なソリューションを提示できる。
7. ホームネットワークなどの個人用
のネットワーク構築や運用について
議論できるようになる。

1◎、2○、3◎、4
◎、5○、6△、７△

1◎、2○、3◎、4◎1◎、2◎、3◎、4
◎、5◎、6○、７
○

分析化学 岸野拓男 1. 滴定分析や重量分析で用いら
れるモル計算や当量計算について
述べる。
2. 分離分析の基礎となる理論を
化学平衡論に基づいて詳細に解説
する。

物理学概論 守田　治 1. 人類を取りまく環境のうち，
地球大気に関わる諸問題について
理解を深め、それらの問題に物理
学がどのように適用されるのかを
学ぶ。
2. 地球大気の進化・温室効果ガ
スの増大に伴う地球温暖化・フロ
ンガスによるオゾン層破壊・気候
変動について講義を行う。

1. 多様な環境問題について理解を深
める。
2. 地球環境問題に物理学を適用する
過程を通じて，物理の基礎学力を養
う。

１○　２○ １○　２○ １○　２○

細胞生化学
実験

内海俊彦 1. タンパク質の構造と機能を解
析する手段として、培養高等動物
細胞を用いた遺伝子発現法を習得
する。
2. 生理活性タンパク質の機能解
析に多用される培養高等動物細胞
を用いたタンパク質発現法につい
て学ぶ。

1. タンパク質の構造と機能の解析に
おけるタンパク質発現系の確立の重
要性を理解することができる。
2. タンパク質の構造と機能の解析に
必須となる培養高等動物細胞を用い
たタンパク質発現法、ならびに発現
タンパク質の検出法について理解す
ることができる。
3. 細胞の構造と機能に関する関心や
興味を持つ。

1◎、２◎、３◎、 1○、２○、３○、 1○、２○、３○、

遺伝子工学
実験

山田守 1. 遺伝子工学に必要な基本的実
験を行うとともに、急速に蓄積さ
れている生命（遺伝子）情報の利
用や解析についてその基本的方法
を習得する。
2. 基本的実験結果についてグ
ループでまとめ発表することに
よってこの研究分野の理解を深め
る。

1. 生命情報の実験的解析およびデー
タベース上の生命情報の利用法と解
析法を習得する。
2. 今後さらに広がる生命情報の活用
について理解することができる。
3. 生命情報に対する関心を高める。

1◎、2○、３○ 1○、2○、３○ 1○、2○、３○

応用微生物
学実験

外山博英 1. 微生物学実験で各自分離した
微生物を用いて、それらの微生物
の生理・生化学実験を行う。
2. 分離された微生物の種類、例
えば各種アミノ酸資化性菌、抗生
物質耐性菌、好熱菌などによって
個々人が異なるテーマで実験をす
る。

 1. 微生物の単離、培養、同定方法
について学ぶ。

1.◎、2.◎ 1.○、2.◎ 1.○、2.◎



微生物学実
験

松下一信 1. 自然界から特定の微生物を分
離し、その純粋培養を行うととも
に、それらの分離菌株の同定を行
うとともに、分離菌株の生育曲線
の作成及び生菌数の測定などを行
う。
2. 分離する微生物は、引き続き
行われる応用微生物学実験に対応
して、年々異なり、一人一人が異
なる微生物を分離する。

1. 目的とする微生物を自然界より分
離し、純粋培養できる能力を養う。
2. 分離菌を同定、生育させ、その生
菌数を測定する能力を養う。

１△　２△ １○　 １◎　２○

生物物理化
学実験

右田たい子 1. 生体反応の物理化学的手法に
よる解析法の実際について学ぶ。
2. 生化学分野の研究で用いられ
る分光学的手法のうち、紫外可視
分光光度法(UV-VIS)、電子スピン
共鳴法(EPR)、核磁気共鳴法(NMR)
を、タンパク構造、生理活性種の
帰属、などに応用する。

1. UV-VIS, EPR, NMR分光法の原理を
理解することができる。
2. 分光法を生体物質の解析と生体反
応への利用法を具体的なテーマを実
践することで理解することができ
る。
3. チオール定量試薬を用いたタンパ
ク中のSH基の定量法の原理を理解す
ることができる。
4. pHによるタンパクの構造変化が、
UV-VIS法で観測できることを理解す
ることができる。
5. ヘムタンパクについて、配位子の
結合定数がUV-VIS法で求められるこ
とを理解することができる。
6. 常磁性物質の存在と種類が、EPR
法で確認できることを理解すること
ができる。
7. NMR法によって分子中の水素原子
核の存在形態と数が決定できること
を理解することができる。
8. 精度の高い実験データを得るため
の要点を見出せる。
9. 実測データをもとに、それぞれの
分光法の原理に基づいて、ふさわし
い結論を導き出す。

1◎
２○
３△
４△
5△
６○
７○
８○
９◎

1○ 　　　　　　　８○
９◎

生物有機化
学実験

小崎紳一 1. 触媒機能を有する蛋白質（酵
素）の作用により、生体内で様々
な物質変換が行われていることを
学ぶ。
2. 「どんな出発物質からどんな
生成物ができるのか」を突き止め
るだけでなく、「どんなプロセス
を経由して反応がおこっているの
か」を考察するために使われる実
験手法のいくつかを学習する。

1. 化学反応機構を理解する上で必要
な実験法・理論的背景を理解するこ
とができる。
2. 実験結果に基づいて論理的考察を
行うことができる。
3. 実験データの処理を正確に行うこ
とができる。
4. 正確な実験報告書を書くことがで
きる。

1. ○　2.  ○　3. ○1. △　2. △　3. △2. ○　3. ○

生体反応制
御学実験

古賀大三 1. 生物の生命活動の調節制御の
メカニズムを理解するために必要
な基礎的実験手法を学ぶ。
2. 植物生体防御や昆虫脱皮に関
係した酵素キチナーゼを用いて、
酵素の単離精製、酵素反応解析を
行う。
3. キチナーゼ遺伝子を用いて、
遺伝子工学的手法を学ぶ。さら
に、植物の遺伝子組換えの手法を
修得する。

1. 酵素及び遺伝子に関して、生化学
的および分子生物学的研究に必要な
基礎的実験手法を修得する。
2. 農学における応用のひとつである
植物の遺伝子組換えの手法を学ぶ。
3. 種々の生物に対する実験手法の相
違点を考え判断し、新しく有用なこ
とを開発するために、新規な実験技
術を開発する（少なくとも、必要で
あることを感じる）。
4. 生命現象を解き明かすため、どの
ような実験手法があるか、また人類
に役に立つことを開発するにはどの
ような実験手法が必要か関心・意欲
を持つ。
5. 生命現象に関わる研究をするため
の、生化学的および分子生物学的実
験手法を修得する。

1◎、2◎、3◎、4○、1○、2○、3○、4○1◎、2◎、3◎、4
◎、５○

環境遺伝生
化学実験

滝本晃一 1. DNAの抽出、精製、酵素処理、
電気泳動などについてすでに基礎
実験で行った事柄をさらに発展的
に実施習得する。
2. DNA修復の重要性を修復欠損大
腸菌を用いて実際に調べ、また突
然変異誘発との関連をみる。

1. DNAの扱いや遺伝子工学の基礎技
術に慣れる。遺伝子の傷害修復や突
然変異誘発などをみることにより、
遺伝の安定性機能の重要性を知る。
2. 生命現象に関わるそれぞれの事実
を説明することができる。
3. 実験を行うことにより生命現象を
実証的に評価することができる。

1◎、2△、3○ 1○、2◎、3◎ 1○、2○、3◎



環境適応生
理学実験

宮田浩文 1. 神経と筋の基本的な構造と機
能を理解するために、ラットの呼
吸筋(diaphragm)とその支配神経
(phrenic motoneuron)を取り上
げ、電気的活動の記録、電気刺激
による筋収縮記録、酵素組織化学
的染色、生化学的酵素活性の測定
などを行う。
2. 筋細胞の機能特性、構造特性
および代謝特性を調べる基本的方
法と、各特性の関連を説明する。

1. 筋細胞の機能特性、構造特性およ
び代謝特性を調べる方法の原理とそ
れぞれの関連を理解することができ
る。
2. 測定に含まれる誤差を理解したう
えで結果を総括することができる。
3. 実験結果を身近な問題とリンクさ
せ討議することができる。

1◎、2○、３○ 1◎、2○、３○ 1◎、2○、３○

土壌生化学
実験

横山和平 1. 土壌の取り扱い、生物活性の
測定法などを紹介し、将来、農
業、環境などの分野で生かせる技
術を紹介する。

1. 土壌の取り扱い、生物活性の測定
法などに習熟する。
2. 土壌の特徴及び微生物学的特徴に
ついて理解する。実験方法の原理を
理解することができる。
3. 測定データの解析と理論的構築に
習熟する。

1△、2○、3○ 1△、2◎、3△ 1△、2、3◎

天然物有機
化学実験

松井健二 天然物質は多彩な生理機能を有し
ており、人類は有史以前からそれ
を利用してきた。今日ではこうし
た天然物質を生体から単離し、そ
の構造を決定し、そうした情報を
もとにして新たな、あるいはより
強力な生理活性を有する誘導体を
人為的に作り、利用している。こ
うした技法は農学、食品化学、薬
学に至る広い範囲で日常的に利用
されている。本実験ではこうした
技法の基礎を学び、また、機器分
析についても学ぶ。

１、生体からの天然有機化学物質の
抽出に関する基本的技法を習得す
る。
２、単離した天然物を機器分析によ
り解析する。
３、メタボロームの概念を習得す
る。

1◎、2○、３○ 1◎、2○、３○

有機化学実
験

赤壁善彦 1.有機化学反応を実際に行い、抽
出および単離といった基本的操作
を行う。　　2.得られた有機化合
物の構造を機器分析（NMR, IR)に
より決定する。　　　　3. それ
ぞれの反応機構を考察する。

1. 典型的有機化学反応を行い、反応
追跡，反応生成物の抽出，単離と
いった一連の操作を行うことができ
る。
2. 薄層クロマトグラフィー(TLC)，
赤外線吸収スペクトル(IR)，核磁気
共鳴スペクトル(NMR)による有機化合
物の同定，構造確認ができる。
3. 化学反応剤と酵素を用いた反応の
類似，相違点を反応機構の観点より
理解できる。

1. ◎　2. ◎　3.
◎

1. ○　2. ◎　3.
◎

1. ○　2. ◎　3.
◎

畜産物利用
学II

青木孝良 1. 牛乳及び卵の構成成分の構造
と機能を解説する。
2. 乳製品及び卵製品の製造法を
解説する。

1. 畜産物，特に乳及び卵の構成成分
の特性とその加工・利用についての
理解を深める。

1○、2○、３○ 1○、2○、３○ 1○、2○、３○

公衆衛生学
総論

岩田祐之 1. 人間集団を対象として、疾病
の予防、健康の保持、増進ならび
に福祉の向上をはかり、人に人と
しての肉体的・精神的・社会的機
能を発揮させるという、公衆衛生
の目的について説明する。
2. 公衆衛生学を獣医学的側面か
ら衛生概念及び疾病を中心にして
概説する。

1. 公衆衛生学の概念について習得す
るため，集団としての人の健康につ
いて考察し，これに関わる種々の因
子について理解を深める。
2. 人と動物の共通感染症について理
解することができる。

１○　２○ １○　２○ １○　２○

公衆衛生学
各論

岩田祐之 1. 人間集団を対象として、疾病
の予防、健康の保持、増進ならび
に福祉の向上をはかり、人に人と
しての肉体的・精神的・社会的機
能を発揮させるという、公衆衛生
の目的を説明する。
2. 公衆衛生学を獣医学的側面か
ら食品衛生、環境衛生、動物の保
護、管理と公衆衛生を中心にして
概説する。

1. 主に動物由来の食品によって生じ
る疾病，すなわち，食品由来感染
症，食中毒などについて理解し，そ
の予防法について考えることができ
る。
2. また環境衛生では上・下水衛生，
畜産環境について学ぶ．さらに動物
の保護・管理の考え方について理解
することができる。

１○　２○ １○　２○ １○　２○



応用情報処
理演習

荊木康臣 1. 研究におけるコンピュータの
利用に関する基礎的な知識と技
術、特に表計算ソフトによるデー
タ解析技術を修得する。
2. データベース、ネットワー
ク、OS、プログラミング言語と
いった情報処理技術の基礎の概要
を把握する。

1. 高年次における学習・研究で利用
する情報処理技術を身に付ける。
2. 表計算ソフトの利点、情報処理に
関する基本的な事柄（データベース
とは何か、OSとは何か、ネットワー
クに関する語句の意味等）を理解す
ることができる。
3. 与えられたデータに対する適切な
解析法の選択を習得する。
4. 表計算ソフトを利用して基本的な
データ解析を行うことができる。
5. 指示された通りにメールによるレ
ポート提出を行うことができる。
6. 自分のホームページを作成するこ
とができる。
7. 与えらたテーマに対するプレゼン
テーション資料を作成することがで
きる。
8. WWWを利用して学術的な情報を収
集することができる。

1◎、2△、3◎、4
◎、5○、6△、７
◎、８◎

1◎、2△、3◎、4
◎、5○、6△、７
◎、８○

1◎、2△、3◎、4
◎、5○、6○、７
◎、８◎

生物機能科
学基礎実験

1. 生物機能科学科の応用実験お
よび卒業論文研究に必要とされる
基礎的な実験手法、理論等につい
て系統的に修得する。

1. 実験を始めるあたっての準備、基
本操作にはじまり、物理化学的手
法、生化学的手法に至る実験の基礎
を系統的に修得する。
2. 応用実験および卒業論文研究に必
要とされる基礎的な実験手法、理論
等を修得する。
3. 積極的に実験に取り組む姿勢を身
につける。

1◎、2◎、３◎ 1◎、2◎、３◎ 1◎、2◎、３◎

就業体験学
習

内海俊彦 1. 企業、官公庁、または農業法
人などにおいて、自らの先行、将
来の職業に関連した実習あるいは
研修的な就業体験を行う。

1. 自己の職業適性や将来設計を考
え、主体的な職業選択および高い職
業意識の育成を図る。
2. 自己の職業適性や将来設計を考え
る機会を持つ。
3. 主体的な職業選択および高い職業
意識を持つ。

1○、２○、３○、

可以上で到達と判定
する。

可以上で到達と判
定する。

可以上で到達と判
定する。

H　M　W
H　M　W
H　M　W
H　M　W

H　M　W
H　M　W
H　M　W
H　M　W

１．学科のＧＰ項目の基準をすべて達成していること。
２．卒業研究の内容に関する到達目標の達成度が基準に達していること。（達成度判定基準は別表１）
３．卒業研究の発表に関する到達目標の達成度が基準に達していること。（達成度判定基準は別表２）

４．質問の意味を正確

卒業研究の達成度判定基準

総合的ＧＰ到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）

ＧＰ項目別到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）

発表内容に関する到達度判定
判　定　す　る　項 判　 定
１．既往の研究を調査     
２．自らが行った実
３．研究結果に関して
４．主体性を持って実
５．その他注目すべき

５．その他注目すべき
注１）H (high)：3， M (middle)：2， W (weak)：1 点と

発表技法に関する到達度判定
判　定　す　る　項 判　 定
１．資料やスライド等     
２．発表の道筋をよく
３．相手に理解させよ


